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充実の２学期終了 
寒冷の候 保護者の皆様におかれましては，ご健勝のこととお喜び申し上げます。また，今学期も，本校の教育活動

に対して，格別のご理解とご協力をいただきましたことに，心より感謝申し上げます。 

さて，本日で２学期が終了しました。今学期も本校の子どもたちは，大きな事故や事件に見舞われることもなく，大

過なく過ごすことができました。また，今学期の新型コロナウイルス感染については，陽性者や濃厚接触者がゼロにな

ることは，ほとんどありませんでしたが，学級などで感染が拡大し，学級閉鎖などの措置を執ることもなく，教育活動

を滞りなく行うことができました。これもひとえに，保護者の皆様の感染対策に関してのご理解とご協力の賜物である

と感謝申し上げます。 

２学期の教育活動を振り返ると，本校の伝統的行事である桜っ子くんちを１１月２０日（日）に開催することができ

ました。子どもたちは約一か月にわたり，地域の指導者の方々からの熱心なご指導に応えようと，必死に稽古に取り組

んできました。そして，それぞれの学年で立てた桜っ子くんちのめあてを達成することができました。昨年度も感じた

のですが，桜っ子は桜っ子くんちをとおして，一回り大きく成長します。今年度も心身ともに逞しくなったように感じ

ました。また，本年度は長崎市の小学校にとって大きな行事である，小体会，小音会，交歓会も無事，開催することが

できました。コロナ禍で小体会は２年ぶりの開催，小音会と交歓会にいたっては３年ぶりの開催となりましたが，それ

ぞれの行事での子どもたちの活躍する姿や，仲間とともに思いっきり楽しんでいる姿を見ることができて，開催できて

本当に良かったと安堵しております。願わくば，来年度は，各行事で輝いている子どもたちの姿を保護者の皆様にも，

ご覧いただけたらと願っています。 

充実の２学期を終えて，３学期はいよいよまとめの学期となります。各教科の学習内容をしっかりと身に付けること

はもちろんのこと，各種行事をとおして，一人一人がしっかりと成長するとともに，多くの思い出を作ってほしいと思

いますので，保護者の皆様のご支援をよろしくお願いします。 
 

心に残ったアウトリーチコンサート 

１２月２１日（水）文化庁主催の「芸術家の派遣事業」として，６年生を対象としたアウトリーチコンサートを開催

することができました。今年は，第一線で活躍されているヴァイオリ二ストの大森潤子さんとピアノ二ストの白石光隆

さんのお二人に来校していただき，ヴァイオリンやピアノの素晴らしい演奏だけなく，各楽器の説明やヴァイオリンの

体験演奏等，６年生の子どもたちにとって一生の思い出となる楽しいコンサートとなりました。本事業の担当者である

小柳先生が，以下の通りコンサートを振り返ってくれました。 

冬休み中もお子さんの体調把握をお願いします！ 

冬休み用の健康観察記録表を配布しておりますので，冬休み中のお子さんの体調把握にご活用ください。特に３学期

始業式３日前については，お子さんの検温，及び，体調把握を確実に行い，記録表にご記入ください。なお，冬休み用

の健康観察記録表は，３学期始業式の日に必ずお子さんに持たせてください。よろしくお願いいたします。 
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アウトリーチコンサートということで、児童の手の届くところで演奏を鑑賞することができました。興味のあるなしに関わ

らず、どの児童も感動しているのがわかりました。最初に、「モーツアルトのアイネ・クライネ・ナハトムジーク」のヴァイオ

リン演奏があり、教科書で聴き覚えのある曲にまず感動。その後、ヴァイオリンの構造や技法について、実践を交えて分かり

やすく説明していただいた後、「ベートーヴェンのメヌエット ト長調」「クライスラーの美しきロスマリン」の演奏を聴きま

した。次に、クリスマスにちなんだ「ラッターのキャンドルライトキャロル」のピアノ演奏の後、「仕事人白石光隆」さんが、

ピアノを分解して構造を見せてくださいました。子どもたちは「えっ、いいのお？」とびっくりしながらも喜んで見ていまし

た。その後、ヴァイオリン体験タイムでは、本校職員所有のヴァイオリンを使用して、１クラス2名ずつ計6名が演奏しまし

た。その中でも腕を見込まれた○○○○さんが「よろこびの歌」をピアノとコラボして演奏しました。最後にピアノとヴァイ

オリンの共演で「ドボルザークのユモレスク」「サラサーテのツィゴイネルワイゼン」の演奏で締めくくられました。超絶技巧

の連続で、みんな息をのんで真剣に聴き入っていました。年末を前に、慌ただしい毎日の中、束の間のほっとタイムを送るこ

とができ、みんな心がぽかぽかになったようでした。素晴らし演奏のシャワーで、暖かい心をいただいた気がします。 

最後に「長い年月をかけて作られた楽器は、代々いろいろな人に受け継がれて演奏し続けられます。楽器を大切にする心と

共に、皆さんの周りの人に感謝の気持ちをもって生活してください」と話された言葉がとても印象的でした。 

 


